
第
二
巻
　
　
紹
介
　
　
圏

誰な
t’」

の
強
味
は
B
本
の
傳
來
的
愛
國
心
に
あ
り
て
疑
義
の
弱
味
は
、
資
力
鋏
乏
ご

其
結
果
よ
り
す
る
定
見
の
墨
斑
ミ
に
あ
．
リ
ミ
ず
。

　
著
巻
は
鷹
本
の
園
民
圭
義
の
趨
原
及
獲
藩
に
明
治
以
薗
の
封
建
的
講
憩
の

内
に
あ
り
。
維
新
，
嚢
灘
征
討
．
遼
東
経
略
、
韓
國
併
合
及
南
江
経
醤
ほ
皆
、
重

量
主
義
の
賜
な
り
Q
而
し
て
其
高
麗
に
於
け
る
内
治
の
比
較
的
進
歩
ぜ
ざ
る

は
國
民
に
ε
り
て
は
無
閾
剛
心
の
事
に
弄
す
。
赦
～
府
．
政
平
家
、
及
び
國
民
の

間
に
於
て
日
本
が
金
世
界
の
覇
王
☆
ら
す
ミ
す
る
も
爾
亜
細
亜
の
盟
主
六
り

支
配
着
れ
り
得
べ
し
“
」
す
る
信
念
幽
↑
2
す
表
に
れ
量
り
て
二
二
憲
義
は
種
々

の
政
滑
的
組
織
を
降
伏
醒
し
め
立
恵
的
三
主
的
政
府
の
要
求
を
常
に
抑
歴
し

つ
・
あ
り
ご
ぜ
り
。

　
要
す
う
に
著
者
口
我
圃
に
在
住
・
し
且
つ
三
門
政
治
學
を
以
て
我
國
大
命
の

講
壇
に
立
ち
又
亜
細
硫
協
曾
々
誌
の
寄
稿
者
敦
り
・
し
ミ
に
よ
っ
て
、
獣
栄
人

の
間
に
話
合
引
く
譲
ま
ろ
べ
斗
・
も
の
蘇
る
べ
く
b
女
鳶
職
入
F
“
」
瞬
ソ
て
も
外

釜
の
H
本
の
政
治
凝
則
し
て
特
に
日
本
政
界
の
病
弊
を
痛
曝
す
ろ
こ
こ
ろ
は

…
他
山
の
石
ビ
・
し
で
、
師
兄
ら
ろ
。
へ
・
し
。
田
川
a
轟
小
國
民
の
大
黒
及
海
洋
洲
に
劉
す
ろ

領
土
的
野
心
を
過
大
に
見
．
往
々
強
辮
に
照
ろ
も
の
あ
る
は
外
人
の
露
本
観

の
涌
…
雛
選
る
を
免
れ
■
ざ
る
も
、
亦
無
芸
の
一
訓
讃
蘇
れ
ろ
べ
・
し
、
〔
・
平
田
〕

　
　
　
　
　
め
　
ゆ
　
へ
　
も
　
ヤ
　
　
ち
　
ぬ
　
も
う
　
　
　
　
も
　
も

　
　
　
　
働
満
象
輕
泄
調
査
復
命
書
第
六
　
　
鴎
棄
都
督
府
刑

満
蒙
翻
調
査
報
止
口
の
第
六
編
四
r
∵
し
て
都
督
山
師
霜
解
古
説
好
闘
が
鱒
海
龍
府
下
加
即

．
ち
。
西
豊
．
　
四
安
、
東
豊
、
海
龍
．
輝
南
…
及
び
柳
河
の
六
縣
の
調
査
に
・
し
て
、
開
海

第
二
號

一
山
ハ
ニ
　
　
（
冨
．
四
八
）

直
道
懲
鍵
線
沿
線
及
び
其
の
自
画
地
力
に
窮
す
る
し
の
な
り
。
上
下
二
篇
…
に

分
ち
上
編
に
上
記
地
方
に
厩
る
事
項
を
。
下
篇
は
縣
別
調
査
を
載
ぜ
ぬ
り
。

　
　
　
　
　
も
　
　
ワ
　
　
あ
　
　
も

　
　
　
　
⑲
支
那
研
究
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
服
部
宇
之
吉
蓑

大
B
皇
漢
交
至
急
が
支
那
研
究
の
塾
考
書
ご
・
し
て
編
也
・
し
服
駅
博
士
の
支
那

に
關
す
る
論
交
の
集
錐
な
り
。
凡
て
二
十
一
蕊
篇
を
鞭
む
。
其
の
題
目
申
圭
な

う
も
の
に
、
支
那
人
の
政
治
思
想
、
支
那
の
政
治
、
こ
韓
非
子
、
支
那
國
拠
性

支
那
に
於
け
る
道
徳
の
危
機
、
日
本
丈
化
の
支
那
に
及
ぼ
憾
ろ
彫
響
．
支
那

に
於
け
る
帝
王
軸
聖
逆
義
、
李
糧
の
縄
濟
政
策
及
び
刑
法
制
定
に
就
き
て
等

に
し
て
、
多
く
ほ
巳
に
惇
工
が
世
に
公
に
煙
ら
れ
蹴
る
な
の
な
が
ら
更
に
其

面
翻
を
蕪
ぜ
う
も
の
め
り
。
附
讐
こ
て
支
那
風
俗
二
二
を
添
ふ
。
（
問
治

琳
版
就
獲
行
、
儂
二
、
二
〇
）

　
　
　
　
　
め
　
セ
　
ゆ
　
へ
　
し
　
ぬ

　
　
　
　
囎
孔
子
及
畳
子
敏
　
　
　
　
　
静
観
博
士
　
服
都
宇
之
士
門
著

良
書
亦
大
疑
本
漢
文
霊
鳥
の
興
∬
に
係
り
、
服
蔀
博
士
の
論
丈
中
孔
子
及
孔

子
教
に
怨
す
る
も
の
を
攻
め
、
穐
て
十
五
項
、
孔
子
の
三
訂
、
孔
子
の
人
格
、
孔

子
教
の
風
雲
、
孔
孟
の
敬
義
ご
所
謂
異
端
、
こ
の
別
を
論
ず
、
支
那
國
民
の
崇
認

孔
子
等
あ
纏
、
立
錐
ご
・
し
て
支
那
徳
教
の
將
來
、
支
那
患
想
ご
現
代
思
想
の

巨
編
を
添
ふ
パ
明
治
m
版
就
擬
行
、
儂
一
、
七
〇
）

　
　
　
　
　
も
　
も
　
ち
　
も

　
　
　
　
⑳
論
語
年
譜
　
二
冊
　
　
　
　
　
墨
型
博
士
　
林
黍
輔
編

本
書
は
論
語
の
刊
行
、
註
廻
書
の
製
作
、
雑
嚢
の
引
用
面
訴
荷
も
論
語
に
闘
…

卯

■



齢

す
う
も
の
に
之
れ
を
踏
め
v
是
等
論
語
に
聡
す
る
諸
般
の
事
項
を
史
實
，
傳

蓮
、
紗
窺
、
刊
刻
の
四
槻
に
分
ち
睡
れ
護
れ
年
代
に
随
ひ
て
列
記
し
れ
る
も
の

録
り
。
論
語
外
編
及
び
和
論
語
、
女
四
書
の
如
き
そ
の
内
容
全
く
論
語
達
擁

ご
か
ら
ざ
る
も
の
も
、
爾
そ
の
名
を
舐
り
t
る
は
論
語
流
行
の
蟻
呪
を
見
る

べ
｝
∵
も
の
孟
・
し
て
取
め
あ
り
Q
上
巻
に
．
は
序
説
“
」
・
し
て
孔
子
の
略
傳
亀
払
醐
皿
…

の
編
纂
、
嗣
代
に
於
け
る
論
語
の
影
響
，
漢
代
以
後
東
西
諸
國
に
於
け
る
論

語
流
行
の
概
魏
を
揚
げ
あ
り
。
本
編
ほ
即
ち
年
譜
に
し
て
爾
附
録
ピ
・
し
て
窟
一

翼
並
に
索
引
を
附
す
。
霧
翼
四
十
三
葉
は
論
譜
の
古
配
本
，
哲
刊
本
の
柿
を

見
ろ
べ
く
好
勢
輪
帯
智
れ
り
。
索
引
亦
苦
名
索
5
1
人
名
誉
5
1
、
論
語
5
1
用
語

句
索
引
に
分
ち
用
意
屑
到
な
り
（
大
倉
書
店
．
偵
三
、
八
○
）

　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
じ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
も
　
　
も

　
　
　
　
⑱
満
…
韓
地
理
歴
史
研
究
報
告
　
第
三
　
東
京
帝
掃
墨
學
交
科
大
黄

大
正
2
9
菩
一
月
南
満
洲
鐡
道
蛛
式
會
瀧
の
逼
塞
に
よ
り
満
洲
及
び
朝
鮮
の
地

理
歴
史
を
研
究
ぜ
う
も
の
に
・
し
て
鐵
利
考
（
池
内
蜜
）
，
遼
の
遼
爽
経
略
（
津
閏

左
右
吉
）
五
代
の
世
に
於
σ
る
契
丹
（
松
戯
画
）
遼
代
紀
年
考
（
松
井
等
）
元
代

蔽
會
の
三
階
級
（
箭
内
互
）
を
列
星
・
し
附
㈱
間
こ
し
て
鐵
底
豆
附
圃
あ
り
。
　
〔
以

上
那
波
〕

　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
も
　
　
セ
　
レ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も

　
　
　
　
⑩
繊
芥
櫨
秘
馬
競
一
鞭

累
亥
鼎
革
以
雍
支
那
各
地
油
魚
解
し
か
ご
上
海
認
り
萎
趨
れ
り
し
か
ば
、

潰
老
の
善
本
を
携
へ
地
を
悪
け
て
磨
る
も
の
多
し
。
禰
芽
棲
は
公
司
の
カ
を

以
て
そ
れ
等
の
諸
材
料
を
蒐
羅
・
し
敗
藏
最
も
窟
む
ミ
い
は
ろ
。
鏡
立
笈
ほ
そ

、
第
二
巻
　
　
紹
　
介
　
　
圃

書

　
の
中
よ
り
忠
傳
，
纏
翁
客
麺
犀
．
細
論
再
認
、
識
小
録
の
四
種
を
揚
ぴ
ズ
第
一

　
集
ε
な
し
之
を
八
冊
…
に
分
ち
て
出
版
ぜ
る
も
の
な
り
。

　
　
忠
傳
に
永
樂
大
典
の
巻
筆
八
五
の
下
半
ミ
管
外
八
六
ミ
の
原
本
を
影
印
琶

　
る
も
の
に
・
し
て
、
大
典
の
曲
部
は
撰
人
を
碧
さ
す
。
丈
淵
閣
書
員
亦
之
を
載

　
ぜ
す
O
大
消
口
に
■
閣
外
口
の
鳶
口
を
取
り
・
し
一
溜
芒
す
べ
・
し
O
　
田
一
庫
総
n
日
に
し
μ
轟
仔
n
口

の
部
に
錐
し
、
四
巻
あ
り
蕊
へ
こ
，
今
春
す
ろ
所
の
大
典
に
ほ
嘉
ド
文

　
至
適
の
子
熊
よ
り
薫
糾
孔
明
宋
堤
苑
押
俺
等
を
纏
て
元
の
蹄
嚇
じ
壷
リ
イ
、
庇

　
ま
り
、
武
臣
な
け
れ
ば
完
書
に
あ
ら
す
〇
四
庫
存
目
中
の
書
も
流
傳
少
く
し

　
大
典
縫
更
に
稀
な
り
O
そ
の
交
を
見
ろ
に
流
動
本
馬
融
の
忠
騨
…
を
以
て
主
ご

　
な
し
、
宋
引
墨
謡
の
艦
に
倣
ひ
望
事
を
引
い
て
以
て
之
を
嗣
画
し
、
毎
事
皆

紅
像
を
附
ぜ
る
も
、
寵
事
箪
簡
蓮
俗
に
・
し
て
史
上
の
仙
翁
に
賛
で
る
に
足
ら

　
す
、
惟
全
膿
の
髄
裁
を
見
ろ
べ
・
し
。

　
　
縦
墨
客
揮
犀
十
巻
に
宋
の
曲
乗
の
撰
り
此
書
亡
扶
久
し
か
り
し
を
今
般
宋

本
を
得
．
毎
葉
＋
入
行
暴
行
＋
八
宇
の
儘
本
書
に
過
刻
ぜ
り
。
内
容
α
腿
筆

　
鷹
に
・
し
て
往
々
有
釜
な
ろ
史
料
を
含
め
d
り
。

　
　
復
齋
H
記
二
巻
は
明
の
詐
浩
の
携
。
明
代
前
傘
の
朝
政
を
記
・
し
、
悶
セ
穣

　
代
の
別
録
に
及
ぶ
。
然
れ
こ
も
正
統
馬
齢
の
問
の
土
木
の
攣
搬
政
復
瀞
等
の

　
事
尤
も
詳
密
な
り
。
大
約
氏
文
蕪
の
永
束
日
託
な
ご
ビ
相
続
襲
・
し
、
皆
…
時

’
の
見
剛
を
傳
蓮
ぜ
り
。
原
本
は
桂
漏
錯
聴
甚
多
か
A
り
し
か
ご
よ
く
校
正
・
し
て

　
本
書
を
成
ゼ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍
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九
）


